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帰還困難区域とその周辺に位置する 6 河川で河川水と河床土の採取を行い、溶存態と河床土の間における

137Cs の Kd 値を算出した。Kd 値による溶存態 137Cs 濃度の推定の適用性について、実測値との比較を基に検

討した。 
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1. 緒言 

福島県内の河川水中の溶存態放射性セシウム 137（137Cs）濃度は極めて低く、定量が困難である。環境省に

よるモニタリング[1]でも、河川水の 137Cs 濃度が定量下限値を下回り、実測値が報告されていない例が多くみ

られる。その一方、河床土の多くは 137Cs 濃度の実測値が報告されている。このような状況において、仮に溶

存態と河床土の間での固液分配係数（Kd 値）が明らかであれば、河床土の濃度から溶存態の濃度を推定でき

る可能性がある。そこで本研究では、溶存態と河床土の間での Kd 値を算出し、河床土の粒度分布の違いを考

慮しつつ、河床土の 137Cs 濃度から溶存態 137Cs 濃度の推定を試みた。 

2. 方法 

調査は、福島県浜通りの 6 河川（小出谷川、高瀬川、前田川、熊川、富岡川、木戸川）において行った。

河川水は 2019 年から 2021 年に年 1～4 回採水し、河床土は 2019 年から 2021 年に年 1～3 回、100 mL の採土

器（採土深 5 cm）を用いて採取した。河川水はメンブレンフィルター（孔径 0.45 µm）によって懸濁物質を除

去し、ろ液に含まれる溶存態 137Cs を陽イオン交換樹脂に吸着させて供試料とした。河床土は篩別し、粒径 2 

mm 以下のものを供試料とした。それぞれについて、Ge 半導体検出器により 137Cs 濃度を測定し、溶存態と

河床土の間での 137Cs の Kd 値の算出を行った。河床土については、レーザー回折/散乱式粒子径分布測定装置

により粒度分析を行い、Kd 値との関係を調べた。 

3. 結果・考察 

6 河川における、溶存態と河床土の間での 137Cs の Kd

値の平均値は 3.6×104 ～ 8.9×104  L / kg であった。

算出した Kd 値と既報の河床土の 137Cs 濃度を基に溶存

態 137Cs 濃度を推定した。実測値との比較では、前田川

を除き、実測値の範囲と重なることが示された（表 1）。 

本発表では、河床土の粒度分布と粒径補正による Kd

値との関係についても併せて考察する。 
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  実測値 (範囲) 推定値 (範囲) 

小出谷川 1.9×10 -2～6.4×10 -2 8.4×10 -3～2.5×10 -2 

高瀬川 5.9×10 -3～2.3×10 -2 9.6×10 -3～2.8×10 -2 

前田川 3.3×10 -2～6.6×10 -2 6.2×10 -3～2.2×10 -2 

熊川 7.5×10 -3～1.5×10 -2 3.6×10 -3～1.1×10 -2 

富岡川 5.7×10 -3～1.1×10 -2 1.5×10 -3～8.8×10 -3 

木戸川 7.8×10 -4～4.6×10 -2 3.6×10 -4～2.2×10 -3 

単位 Bq/L 

 

表 1 観測期間における既報の河床土の 137Cs 濃度と 

算出した Kd 値を基に推定した値 
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